


子ども が2 人以下でも 、 世帯年収に応じ て現行の支援が受けら れます

＊第1 子が扶養から 外れた 場合、第2・ 第3 子は支援対象外に な り ま す。 （ 現行制度に おける 世帯年収に 応じ た 支援は受けら れる 可能性があ り ま す 。）

お申込みや制度の詳細は、中ペー ジ「 高等教育の修学支援新制度」を ご 参照く だ さ い。

世帯年収ご と の支援額イ メ ージ
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私立大学の全額支給額

自宅外 75,800円×12ヶ 月

38,300円×12ヶ 月自宅

約91万円

約46万円

授業料減免

※創価大学の場合は20万円上限

入学金※

私立大学の全額支援額(上限)

70万円

26万円

進学資金シミ ュ レータ ー
世帯の年収等を 答える こ と で 、 奨学金を 受ける こ と がで き る か、

確認する こ と がで き ま す。 詳し く はQRコ ード から ご 確認く ださ い。

日本学生支援機構の特設サイ ト

国が実施する「 高等教育の修学支援新制度」の

支援内容が拡大さ れまし た！

２ ０ ２ ５ 年度から 拡充さ れた

大 学 等 授 業 料・ 入 学 金 の

支 援 対 象 は 多 子 世 帯 向 け

多子世帯の大学生へ

一人70万円の支援
新入生はプラ ス２ ０ 万円（ 入学金）

所得制限なし

入学金・ 授業料減免による支援

第1 子が大学へ進学

第2 子が大学へ進学

第1 子が卒業後就職*

3人き ょ う だいの場合
高校生以下 大学生 社会人

支援対象外支援対象外

支援対象

支援対象

第3子 第2子

第2子

第2子

第3子

第3子

第1子

第1子

第1子

対象と な る

主 な 要 件

□ 「 扶養する子ども 」が３ 人以上いる 世帯

□ 進学先の大学が対象校（ 創価大学も 対象）

□ 大学に在学する 子ども

★ 支援を 受ける にはお申込みが”必須”です。
（ 中ページ「 高等教育の修学支援新制度」参照）



入学金・ 学費

寮　 費

国際学生寮 部屋 入寮費※1 寮費※1

男 滝山国際寮 1 人 5 0 ,0 0 0 円 6 9 1 ,0 0 0 円※2

女

万葉国際寮 1 人 5 0 ,0 0 0 円 4 4 8 ,0 0 0 円

創春寮 2 人 5 0 ,0 0 0 円 3 7 8 ,0 0 0 円

サンフ ラ ワーホール 1 人 5 0 ,0 0 0 円 4 1 6 ,0 0 0 円

学部寮 部屋 入寮費※1 寮費※1

男 宝友寮 2 人 5 0 ,0 0 0 円 6 1 1 ,0 0 0 円※2

女

白萩寮 2 人 5 0 ,0 0 0 円 3 3 8 ,0 0 0 円

桜香寮 2 人 5 0 ,0 0 0 円 3 3 8 ,0 0 0 円

※1   入寮・ 寮費について は、 変更する 場合があり ます。

※2   滝山国際寮・ 宝友寮は寮費の中に食費（ 日曜日を 除く 朝夕） が含ま れていま す。

※   在寮期間は8 月と 3 月の退寮期間を 除く 約1 0 か月間と な り ま す。

※   入寮可能な 寮や一部屋あたり の人数について は、 変更する 場合があり ま す。

自宅 寮 下宿

修学費 4 ,0 0 0 5 ,0 0 0 4 ,0 0 0

課外活動費 1 ,0 0 0 5 ,0 0 0 3 ,0 0 0

通学費 8 ,0 0 0 2 ,0 0 0 2 ,0 0 0

食費 7 ,0 0 0 1 9 ,0 0 0 2 2 ,0 0 0

住居・ 光熱費 - 2 5 ,0 0 0 3 7 ,0 0 0

保健衛生費 4 ,0 0 0 4 ,0 0 0 5 ,0 0 0

娯楽・ し 好費 1 1 ,0 0 0 9 ,0 0 0 1 1 ,0 0 0

その他の日常費 1 2 ,0 0 0 1 4 ,0 0 0 1 5 ,0 0 0

合計 4 7 ,0 0 0 8 3 ,0 0 0 9 9 ,0 0 0

※日本学生支援機構 学生生活調査結果（ 2 0 2 4 年3 月） を 基に作成

■納付金（ 2 0 2 6 年度入学生・ 予定）

内訳 経済経営･法学部 文・ 教育学部 理工学部 看護学部 国際教養学部

入学金 2 0 0 ,0 0 0 2 0 0 ,0 0 0 2 0 0 ,0 0 0 2 0 0 ,0 0 0 2 0 0 ,0 0 0

学費

（ 春学期分）

授業料 4 7 5 ,0 0 0 4 8 5 ,0 0 0 6 4 0 ,0 0 0 6 2 0 ,0 0 0 6 0 5 ,0 0 0

実習費 - - 4 5 ,0 0 0 8 0 ,0 0 0 -

諸費 学友会費 1 9 ,0 0 0 1 9 ,0 0 0 1 9 ,0 0 0 1 9 ,0 0 0 1 9 ,0 0 0

春学期分合計 4 9 4 ,0 0 0 5 0 4 ,0 0 0 7 0 4 ,0 0 0 7 1 9 ,0 0 0 6 2 4 ,0 0 0

秋学期分合計
（ 春学期分の合計から 学友会費を 除く 額と 同額）

4 7 5 ,0 0 0 4 8 5 ,0 0 0 6 8 5 ,0 0 0 7 0 0 ,0 0 0 6 0 5 ,0 0 0

初年度納付金合計 1 ,1 6 9 ,0 0 0 1 ,1 8 9 ,0 0 0 1 ,5 8 9 ,0 0 0 1 ,6 1 9 ,0 0 0 1 ,4 2 9 ,0 0 0

※入学金・ 学費・ 諸費は改定さ れる こ と があり ま す。

※２ 年次以降の納付額は上表から 入学金・ 学友会費を 除く 金額と な り ま す。

★教職課程登録について

　  教職課程を 希望する 場合、「 教職課程費 5 0 ,0 0 0 円」 が必要にな り ま す。 課程登録時と 教育実習登録時に2 5 ,0 0 0 円ずつ分割で の納入と な り ま す。

　  （ 小学校・ 中学校の免許を 取得する 場合は「 介護等体験登録費1 6 ,0 0 0 円」 が別途必要と な り ます。）

★看護学部について

　 看護学部は一般社団法人日本看護学校協議会共済会が運営する総合補償制度（ W il l2 ） の保険料（ 年間保険料4 ,5 0 0 円） が別途、 毎年必要になり ます（ 保険料変動あり ）。

私立大学生の居住形態別支出金額

参考データ ： １ か月あたり の生活費

入学金
１ 年次 ２ 年次以降

春学期 秋学期 春学期 秋学期

原則年２ 回

分割納付
合格発表後１ ～２ 週間 入学前３ 月上旬頃 11月上旬 5月下旬 11月上旬

入  寮  費 選考結果発表後１～２ 週間

舎費・ 食費 ３ 月上旬頃

■学費納付期限

■寮費納付期限 ※入寮費は全寮一律５ 万円で す。

※ ２ 回払いも 選択で き ま す。 ２ 回払いの場合、 秋学期分は1 1 月上旬頃

の納付で す。

※以下の内容は2 0 2 5 年7 月時点における 情報です。

　 今後変更さ れる場合があり ます。



創価大学が独自で実施し ている 返還不要の奨学金

経済的に困難な 学生を 支援する ための奨学金

創価大学創友会牧口記念奨学金 給付型・ 返還不要

給 付 額 文系学部 3 0 万円、 理工・ 看護学部 4 0 万円（ 当該年度の秋学期に一括給付）

申　 　 請 春学期6 月頃（ 予定）

採用期間 当該年度（ 翌年度以降も 基準を 満たせば申込可能）

採用人数 以下の出願条件を 満たす者を全員採用

出願条件

① 家計基準 ：  世帯の課税標準額258万円未満（ 世帯年収の目安： 6 00万円程度）

　 ※生計維持者（ 原則、 父母） が2名と も に働いている場合は合算し 、 世帯と し て判定

　 ※世帯年収の目安は家族構成等で異なり ます

② 成績基準 ：  大学入学後、 GPA（ 成績評価点） や修得単位数の基準あり

併用可否 「 高等教育の修学支援新制度」・「 創価大学特別奨学生」と の併用は不可

2 0 2 6 年度開始予定

経済支援の奨学金が新し く な り ま す！創 大 独 自

1

兄弟姉妹同時在籍者への給付奨学金 給付型・ 返還不要

申　 　 請 春学期4 月初旬に受付

対 象 者 兄弟姉妹が創価大学・ 創価女子短期大学に在籍し ている新入生

給 付 額 兄弟姉妹の同時在籍が2人目の場合、 新入生に対し 入学後「 入学金半額」（ 1 0 万円） を給付

※条件を 満たす申請者は全員採用と なり ま す。
※兄弟姉妹が大学院または通信教育部に在学し ている 場合、 およ び編入学、 転入学、 再入学し た学生は申請の対象者から 除き ま す。
※「 高等教育の修学支援新制度」 と は併用でき ません。

2

成績優秀者を 奨励する ための奨学金

創価大学特別奨学生 給付型・ 返還不要

入学試験の成績優秀な 合格者に 奨学金を 給付し ま す。

給 付 額 文系学部4 0 万円､理工・ 看護学部5 0 万円を給付（ 初年次は春学期に一括給付､２ 年次以降は半期ごと に給付）

入　 　 試

学校推薦型選抜 総合型選抜 一般選抜

指定校選考推薦入試 
（ 1 1 月選考）

女子特別選抜
基礎学力方式 

（ 専願型・ 併願型）
グローバル 

人材育成入試
大学入学共通テスト

利用入試（ 前期）
全学統一入試 
（ ３ 科目）

一般入試 
（ ３ 科目）

採用人数（ 最大） 3 0 名 7 名以内（ 合格者全員） 3 0 名 2 6 名以内(合格者全員) 1 0 0 名以内 8 名 1 5 名

採用期間 初年次のみ ４ 年間　 ※学業成績によ る継続審査あり

対 象 者 全受験生（ 特別な申請手続き は不要・ 採用者には合格通知に記載）

※上記「 文系学部」 は経済経営・ 法・ 文・ 教育・ 国際教養学部で す。

3

大学入学後の成績優秀者を 奨励する 奨学金で す。

給 付 額 当該セメ スタ ーに1 5 万円を 支給

採用人数 各セメ スタ ー約1 0 0 名　 年間約2 0 0 名

採用期間 当該セメ スタ ー

採用方法 各学部でセメ スタ ーＧ Ｐ Ａ ※上位者を 採用

対 象 者 全学生（ 特別な申請手続き は不要・ 全学生の成績を 審査し 、 採用者に通知）

※ Ｇ Ｐ Ａ (G ra d e  Po in t A ve ra g e )： 大学入学後の成績指標。 各科目の成績評価と 単位数から 成績点数を 換算し 、 その成績点数の合計を 総履修
単位数で割っ た数値。

創価大学特待生奨学金 給付型・ 返還不要4



その他の奨学金

創価大学法曹会奨学金 給付型・ 返還不要

対 象 者
法曹（ 弁護士、 検察官、 裁判官） になる ため、 法学部のG LP（ G lo b a l Law ye rs Pro g ram ） に参加し 、

本学法科大学院への進学を めざす学生

給 付 額 当該年度の学費（ 授業料） の半額を 給付（ セメ スタ ーご と に給付）

採用人数 法学部1 学年5 名以内を 採用（ 毎年選考）

選考方法 本学の入学試験およ びG LP選抜試験の成績上位者から 選考（ 2 年次以降はG PA等によ り 選考）

法曹を めざ す方のた めの奨学金で す。

創価大学国際奨学金 給付型・ 返還不要

対 象 者
交換留学試験合格者およ び大学の実施する 海外短期研修プ ロ グラ ムに参加する 学生

（ 国際教養学部の実施する 留学は対象外）

給 付 額
交換留学： 3 万円～6 0 万円（ 留学先によ っ て異なる ）

海外短期研修： 研修費の5 % を 支援（ 1 ～3 万円程度）（ 研修先によ っ て異なる ）

採用人数 交換留学： 毎年度1 0 0 名程度　 ・ 　 海外短期研修： 毎年度3 0 0 名程度

申込方法 交換留学およ びプロ グラ ムに合格後、手順に従っ て申請　 ※他団体の返還不要の奨学金と の併用は不可

交換留学お よ び大学の実施する 海外短期研修プ ロ グラ ムに 参加する 学生を 支援する た めの奨学金制度で す。

創友会グロ ーバル奨学金 給付型・ 返還不要

対 象 者 総合型選抜グロ ーバル人材育成入試（ G CP型・ グロ ーバル特色型）に合格し 、創価大学に入学する 者

給 付 額 3 0 万円（ 入学前に一括給付）

採用人数 2 6 名以内（ 合格者全員）

申込方法 特別な申請手続き は不要

創価大学卒業生団体（ 創友会） の運営する 奨学金で す。

創価大学国際教養学部牧口記念教育基金会留学研修奨学金 給付型・ 返還不要

対 象 者 国際教養学部の実施する 必修の海外留学に参加する 学生

給 付 額 年度によ っ て異なる （ 1 0 万円程度）

採用人数 年度によ っ て異なる （ 他団体の返還不要の奨学金と の併用は不可）

申込方法 特別な申請手続き は不要・ 採用者には個別に通知

※詳細は、 国際教養学部事務室（ 0 4 2 -6 9 1 -6 9 0 4 ） にお問い合わせく ださ い。

国際教養学部の実施する 必修の海外留学を 支援する た めの奨学金制度で す。

創友会ふる さ と 給付奨学金 給付型・ 返還不要

対 象 者

以下の（ 1 ）、（ 2 ）の条件を満たす者

（ 1 ） 創友会員の子・ 孫、 または地域の受験生で、「 基礎学力方式（ 専願型）・（ 併願型）」、「 指定校推薦入試（ 1 1

月選考）」、「 大学入学共通テスト 利用入試（ 前期）」 のいずれかを受験する者 
※指定校推薦入試の受験生は「 スカラシップ試験」の受験が必須　 ※理工学部「 女子特別選抜」の受験生は対象外

（ 2 ）各都道府県の創友会総支部長の推薦のある者

出　 　 願
各都道府県の創友会総支部長から 書類を 受け取り 、受験前に総支部長に提出
※ 「 基礎学力方式（ 専願型）・（ 併願型）： 1 0 月」、「 指定校推薦入試（ 1 1 月選考）： 1 1 月」、「 大学入学共通

テ スト 利用入試（ 前期）： １ 月」のいずれか一つのみ奨学金の出願可

提出書類 ①奨学金願書（ 保証人の同意が必要）　 ②入試結果閲覧承諾書　 ③創価大学の受験票の写し

給 付 額 5 0 万円（ 入学前に一括給付）

採用人数 「 基礎学力方式（ 専願型）・（ 併願型）」5 0 名、「 指定校推薦入試（ 1 1 月選考）」5 0 名、「 大学入学共通テスト 利用入試（ 前期）」5 0 名（ 都道府県毎に選考）

※出願手続き の詳細は、 創友会事務局（ 0 4 2 -6 9 1 -1 3 0 0 ） にお問い合わせく ださ い。

創価大学卒業生団体（ 創友会） の運営する 奨学金で す。

※掲載し ている 内容は2 0 2 5 年7 月時点における 、 2 0 2 6 年度実施予定のも のです。

　 今後変更さ れる 場合があり ます。 最新情報は本学ホームページを ご確認く ださ い。
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学外奨学金・ 貸付制度　 創価大学以外の団体が実施する 奨学金です

●高等教育の修学支援新制度 減免型・ 給付型・ 返還不要

○創価大学に入学し た場合の入学金・ 学友会費を含む１ 年次の減免額と 納付額（ 第Ⅰ区分対象者）

経済経営･法 文・ 教育 理工 看護 国際教養

入 学 金 減 免 額 2 0 0 ,0 0 0 円 2 0 0 ,0 0 0 円 2 0 0 ,0 0 0 円 2 0 0 ,0 0 0 円 2 0 0 ,0 0 0 円

授業料減免額(年間) 7 0 0 ,0 0 0 円 7 0 0 ,0 0 0 円 7 0 0 ,0 0 0 円 7 0 0 ,0 0 0 円 7 0 0 ,0 0 0 円

納 付 額 ( 年 間 ) 2 6 9 ,0 0 0 円 2 8 9 ,0 0 0 円 6 8 9 ,0 0 0 円 7 1 9 ,0 0 0 円 5 2 9 ,0 0 0 円

※ 上記金額は第Ⅰ区分対象者と なっ た場合の金額です。 支援区分に応じ て、 減免額が３ 分の２ 、 ３ 分の１ になり ます（ 1 0 0 円未満切り 上げ）。

※入学手続き 時の納付額は、 合格通知発送時に送付する入学手続要項をご確認く ださ い。

支援

内容

○対象者には入学金及び授業料の減免と 、生活費のための奨学金が給付（ 返還不要）
 減免額（ 年額）　 　： 入学金上限2 6 万円（ 本学の場合2 0 万円）　 授業料上限7 0 万円

 給付額（ 月額） ※　 ：  自宅生3 8 ,3 0 0 円（ 年間約4 6 万円）自宅外生7 5 ,8 0 0 円（ 年間約9 1 万円） 

※生活保護世帯または児童養護施設出所者等で保護者等と 同居する学生には月額4 2 ,5 0 0 円（ 年間5 1 万円）給付

◎家計基準に応じ て支援区分（ 第Ⅰ～第Ⅳ区分）があり 、支援区分によっ て上記支援額の全額、３ 分の２ 、３ 分の１ 、４ 分の１ の支援が受けら れます。

◎多子世帯（ 扶養する子の人数が3 人以上）該当者は、収入の制限なく 入学金・ 授業料減免は上記減免額の全額が受けら れます。給付額は該当する 支援区分に応じ ます。

◎第Ⅳ区分（ 理工農系）に該当する場合、入学金・ 授業料減免は上記支援額の３ 分の１ の支援が受けら れます（ 給付額なし ）。

対象者

○国の要件を満たし た大学等に在学する学生であるこ と （ ２ ～４ 年生も 含む）

○家計基準、 成績基準の両方を満たすこ と
※高校卒業後２ 年以内の方、 高卒認定試験合格後２ 年以内の方も 申し 込み可能です。 　 ※その他に国籍や在留資格による基準も あり ます。

家計

基準

○家計基準は住民税非課税世帯と それに準ずる世帯（ 4 段階で支援）
以下の算式により 算出さ れた額について、 保護者、 学生等の合計額が基準額に該当するこ と （ 第Ⅰ～Ⅳ区分）

【 算式】 市町村民税の所得割の課税標準額×６ ％－（ 調整控除の額＋税額調整額）※

※政令指定都市に市民税を納税し ている場合は、（ 調整控除の額＋税額調整額） に3 /4 を乗じ た額

　 第Ⅰ区分（ 支援額の全額支援） ： 1 0 0 円未満（ 市町村民税所得割額が非課税と なる者を含む）

　 第Ⅱ区分（ 支援額の2 /3 支援） ： 1 0 0 円以上～2 5 ,6 0 0 円未満

　 第Ⅲ区分（ 支援額の1 /3 支援） ： 2 5 ,6 0 0 円以上～5 1 ,3 0 0 円未満

　 第Ⅳ区分（ 私大理工農系学部の在学生、 減免額の1 /3 支援） ： 5 1 ,3 0 0 円以上～1 5 4 ,5 0 0 円未満

　 ※入学金・ 授業料減免のみの支援。 給付額なし 。

　 第Ⅳ区分（ 多子世帯向け、 給付額の1 /4 支援） ： 5 1 ,3 0 0 円以上～1 5 4 ,5 0 0 円未満

　 ※多子世帯支援（ 入学金・ 授業料減免） は収入制限なし 。 減免額は第Ⅰ区分と 同様。

◎ どの支援区分に該当する かは日本学生支援機構ホームページの 
「 進学資金シミ ュ レ ータ ー」で大まかに調べる こ と ができ ます。

　 http s://w w w .j a sso .g o .j p /sho gakuk in/o yakud ach i/sho gakuk in-sim u la to r.h tm l

　 　 ※保有する 現金等の資産(預貯金･有価証券等)が5 ,0 0 0 万円(多子世帯の授業料等減免は3 億円)以上の場合､対象外と なり ます｡

成績

基準

○成績基準は高校時の成績だけでなく 、 学習意欲を確認

高校での評定平均値が3 .5 以上／評定平均値が3 .5 に満たない場合、 レ ポート 等により 学習意欲が確認できれば申し 込み可能

※高卒認定試験合格者は評定平均値を 問わず、 レ ポート 等の提出も 不要です。

採用

期間

採用年度から 4 年生まで　 ※入学後の成績および家計状況について継続審査があり ます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※毎年夏に実施さ れる家計状況の審査結果に応じ て支援区分が変更さ れるこ と があり ます。

申込

時期

予約採用 ⇒ 高校3 年時4 月～7 月頃（ 在学高校の奨学金担当者様にお問い合わせく ださ い）

在学採用 ⇒ 大学入学後、 4 月初旬に案内予定

注意

事項

「 高等教育の修学支援新制度」の対象者は支援区分に応じ て、第一種奨学金（ 無利子）の貸与月額が以下の通り 調整（ 供給調整）

第Ⅰ区分・ 第Ⅱ区分： 0 円　 　 第Ⅲ区分： 2 万円程度　 　 第Ⅳ区分： 2 ～4 万円程度　 ※多子世帯該当者： 0 円～5 ,0 0 0 円

※日本学生支援機構第二種奨学金（ 有利子） は併用可能です。

※ 創価大学独自の給付奨学金制度および地方公共団体、 民間団体の奨学金制度については、 各制度によっ て併給の可否が異なり ますので、 各制

度の詳細をよく ご確認く ださ い。

※ ｢高等教育の修学支援新制度｣の対象者になり ､｢創価大学創友会牧口記念奨学金｣の給付額を下回る場合､学生本人の申請によ り 選考のう え､追

加で支援さ れるこ と があり ます。

※通信教育課程に進学する場合も 、 上記の家計および成績基準を満たす場合は対象と なり ます。 ただし 、 支援さ れる額は異なり ます。

※ 予期せぬ事情により 家計が急変し 、 急変後の収入が家計基準を満たす場合、 事由発生から３ か月以内（ 入学前の事由は入学後３ か月以内） に申し 込むこ と により 、

年度の途中から でも 支援を受けるこ と ができ る「 高等教育の修学支援新制度（ 家計急変）」 があり ます。

※その他、 制度の詳細は以下のホームページをご確認く ださ い。

　 文部科学省 ホームページ ：  http s://w w w .m ext.go .j p /kyufu/ind ex.h tm

　 日本学生支援機構 ホームページ ：  h ttp s://w w w .j a sso .g o .j p /sho gakuk in/kyufu/ind ex.h tm l

　 文部科学省「 奨学金事業

　 の充実（ 令和7 年度）」　 　  ：  http s://w w w .m ext.go .j p /a _ m enu/ko uto u/sho uga kuk in/m a in .h tm

文部科学省HP 日本学生支援機構 奨学金事業の充実

支
援
額

進学資金シミ ュ レ ータ ー

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/oyakudachi/shogakukin-simulator.html
https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/kyufu/index.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shougakukin/main.htm


入学後、 初回入金時１ 回限り 、 増額し て 貸与を 受ける 制度で す。

貸与額 1 0 万円、 2 0 万円、 3 0 万円、 4 0 万円、 5 0 万円から 選択（ 利率は第二種奨学金の利率に0 .2 ％上乗せさ れ算出）

申込条件

利用する 場合は、 以下の①②のど ち ら かの条件を 満たすこ と

①奨学金申込時の家計状況が、 機構の定める 基準（ 貸与額算定基準額7 5 ,0 0 0 円以下） を 満たす場合

②日本政策金融公庫の実施する 「 国の教育ロ ーン 」（ 下記を 参照） に申し 込み、 公庫が定める 要件を 満たし た上で 、 融資を

断ら れた場合

●日本学生支援機構 入学時特別増額貸与奨学金 ※予約制度有り  貸与型・ 有利子

入学後に貸与する 日本学生支援機構の入学時特別増額貸与奨学金を 担保にし て 、 入学前に「 ろ う き ん」 から 融資を 受ける 制度で す。

貸与額 増額奨学金の範囲（ 最高5 0 万円）（ 年利2 .4 0 ％）（ 2 0 2 4 年5 月1 日現在）

申請条件 日本学生支援機構奨学金の「 入学時特別増額貸与奨学金」 を 、 高校在学時に予約で 申請し た方

※ 予約採用後に発行さ れる 「 日本学生支援機構奨学金　 採用候補者決定通知」 に『 入学時特別増額貸与奨学金（ 有利子）（ 日本政策金融公庫の｢国の教育ロ ーン ｣の申込必要）』
と 記載さ れて いる 場合、 日本政策金融公庫の「 国の教育ロ ーン 」 に申請し 、 融資を 断ら れたこ と を 証明する 書類が必要になり ま す。

※融資を 実際に申し 込む際には、 学生本人同伴のも と 、 本人確認書類や学費納付書な ど の提出が必要にな り ま す。 詳細はお近く の「 ろ う き ん」 にお問い合わせく ださ い。

●全国労働金庫協会　 入学時必要資金融資 貸与型・ 有利子

各団体によ っ て基準を 設け募集を 行っ て いま す。 返還義務のな い奨学金や無利子のも のも あり 、 学生にと っ て 利点が多く あり ま す。

予約型の奨学金制度を 設置し ている 団体も あり ま すので 、 詳細は各団体にお問い合わせく ださ い。

●自治体・ 公共団体およ び企業の実施する 奨学金 給付型・ 貸与型

銀行、 金融機関によ っ て 、 融資額、 金利、 収入基準額が異な り ます。 詳細は直接銀行にお問い合わせく ださ い。

●楽天銀行教育ロ ーン 　 ●C-w e b 学費ロ ーン （ 三井住友カ ード 株式会社）

大学が提携し ている 教育ロ ーン で す。 イ ン タ ーネッ ト な ど から お申し 込みく ださ い。

●銀行・ 金融機関の教育ロ ーン  貸与型・ 有利子

●日本学生支援機構 第一種・ 第二種奨学金 ※予約制度有り

第一種奨学金　 貸与型・ 無利子 第二種奨学金　 貸与型・ 有利子

貸与月額
自 宅 生 ： 2 万円､3 万円､4 万円､5 万4 千円（ 最高月額）

自宅外生： 2 万円､3 万円､4 万円､5 万円､6 万4 千円（ 最高月額）
※最高月額は機構の定める 基準を 満たし た場合のみ選択可能

2 万円から 1 2 万円のう ち1 万円単位で選択

利　 　 子 なし 年利1 .7 1 2 ％（ 2 0 2 5 年6 月現在・ 利率固定方式の場合）
※利率は上限年利3 ％

申込条件
日本学生支援機構の定める「 学力に関する 基準」

（ 高校での評定平均値3 .5 以上） と 「 家計に関する 基準」 の

両方を 満たし ている こ と 　 ※低所得世帯は基準なし

日本学生支援機構の定める「 学力に関する基準」

（ 標準的な成績である こ と ） と 「 家計に関する基準」

（ 第一種よ り 緩やかな基準） の両方を 満たし ている こ と

貸与期間 採用年度から 4 年生まで（ 継続審査あり ）（ 貸与開始月は4 月）

申込時期

①予約採用⇒高校3 年時4 月～7 月頃（ 在学高校の奨学金担当者にお問い合わせく ださ い）
　 　 　 　 　 　 　 ※ 予約採用者は期日までに手続き を する こ と によ っ て、 大学入学後４ 月から 入金開始

②在学採用⇒大学入学後、 4 月初旬に案内予定
　 　 　 　 　 　 　 ※ 在学採用者は採用後、 ６ 月に初回入金（ ４ 月～６ 月分がまと めて入金）

注意事項
「 高等教育の修学支援新制度」の対象者は支援区分に応じ て、第一種奨学金（ 無利子）の貸与月額が以下の通り 調整（ 供給調整）

第Ⅰ区分・ 第Ⅱ区分： 0 円　 　 第Ⅲ区分： 2 万円程度　 　 第Ⅳ区分： 2 ～4 万円程度　 ※多子世帯該当者： 0 円～5 ,0 0 0 円

機構ホームページ ： h ttp s://w w w . j a sso .g o . j p

※家計基準・ 成績基準を 満たし 、 申し 込み採用にな れば一種と 二種の併用貸与も 可能で す。
※ 家計が急変し た場合、 １ 年以内に申し 出る こ と によ り 、 第一種奨学金と 第二種奨学金の内、 その時点で 貸与を 受けて いな い方の奨学金を 事由発生年月ま で 遡っ て 貸与を 受

ける こ と ので き る 「 緊急・ 応急採用」 制度があり ます。
※貸与型奨学金制度を 利用する 場合は、 返還総額と 月々の返還額を 事前に確認し 、 借り 過ぎ に注意し て く ださ い。

申し 込みは一年中いつで も 可能で す。 合格発表前で も 申し 込みがで き ま すので お早めにお申し 込みく ださ い。

合格発表前、 進学を 決めた時点で 相談、 申し 込みを する こ と によ り 入学手続き 時の入学金・ 授業料や留学、 通学、 下宿にかかる 費用の支払い

な ど 幅広く 利用する 事ができ ます。 申し 込みから 1 0 日前後で 審査さ れ、 融資の決定から さ ら に1 0 日程度で 送金さ れま す。

対 象 者 大学など に入学・ 在学する 方の保護者およ び親族で、 世帯の年間収入が基準額を 満たす方

融 資 額 学生１ 名につき 3 5 0 万円以内（ 自宅外通学や海外留学等の一定の要件を 満たす場合4 5 0 万円以内）

返済期間 2 0 年以内

融資利率 年利2 .8 5 ％（ 2 0 2 5 年6 月1 日現在） 　 ※父子母子家庭・ 世帯年収2 0 0 万円以内等の方は2 .4 5 ％

そ の 他 (財)教育資金融資保証基金の保証（ 保証料が発生） または連帯保証人が必要で す。

・ 国の教育ロ ーン コ ールセン タ ー： ナビ ダイ ヤル　 0 5 7 0 -0 0 8 6 5 6 　 【 詳細】 h ttp s://w w w . j fc .g o . j p /

●日本政策金融公庫　 国の教育ロ ーン  貸与型・ 有利子

https://www.jasso.go.jp
https://www.jfc.go.jp/


条件別　 奨学金支援チャ ート （ イ メ ージ）

扶養する 子ど も は3 人以上？

高等教育修学支援の家計基準が該当？ 「 創価大学創友会牧口記念奨学金」

の対象？

高等教育修学支援の多子世帯

※家計基準の他に、 成績や入学時期に関する 要件を 定める 制度があり ます。 実際の選考結果と 異なる 場合も あり ますので、 参考と し てご確認く ださ い。

家計状況に応じ て採用

貸与型

奨学金等の利用も

ご検討く ださ い
※学部によ っ て変動

「 進学資金シミ ュ レ ータ ー」

で確認

入学金2 0 万円

授業料7 0 万円/年

入学金2 0 万円

授業料7 0 万円/年

入学金2 0 ～6 .7 万円

授業料7 0 ～2 3 .3 万円/年

約4 6 ～1 1 .5 万円/年

給付

【 凡例】 ●の金額： 入学金や授業料が安く なる（ 減免さ れる ）も の　 　 ●の金額： 日本学生支援機構から 給付さ れる も の　 　 ●の金額： 大学から 給付さ れる も の

自宅生

約9 1 ～2 2 .7 万円/年

自宅外生

約4 6 ～1 1 .5 万円/年

4 0 ～3 0 万円/年

給付

自宅生

約9 1 ～2 2 .7 万円/年

自宅外生

YES

YES YESYES

N O

N ON O

N O

※同時在籍が2 人目の新入生が対象

兄弟姉妹同時在籍者該当の場合

1 0 万円

同時

在籍者が

該当

「 創価大学特別奨学生」該当の場合

※入試制度によっ て給付期間が異なる
※学部によっ て変動

5 0 ～4 0 万円

入試

高得点で

対象

「 創友会ふる さ と 給付奨学金」該当の場合

入学前に5 0 万円

入試

高得点で

対象

「 創価大学特待生奨学金」該当の場合

学期ごと（ ＝半年ごと ）1 5 万円

成績優秀

対象

0 4 2 -6 9 1 -2161 0 4 2 -6 9 1 -9 4 7 5

syougakukin@soka.ac.jp
平日／9： 0 0 ～17： 0 0（ 土・ 日・ 祝日除く ）

〒19 2 -8 5 7 7 　 東京都八王子市丹木町1-2 3 6

★奨学金の情報は本学ホームページにて詳細を 公開し ています。 情報は今後更新さ れる場合があり ますので、 必ずご 確認く ださ い。 ▲本学奨学金ホームページ

FA X 

創価大学 学生課 奨学金係お問い合わせ先

mailto:syougakukin@soka.ac.jp

